
 

 

 

2026年6月23日 

報道関係者各位 

GMOペパボ株式会社 

 

「ペパボ研究所」と横浜国立大学の共同論文が、 

国際学術誌「Advanced Intelligent Systems」に採択 

〜声を出さずに言葉を認識する手装着型ウェアラブルデバイスを開発、 

認識精度97.2％〜 

  

GMOインターネットグループのGMOペパボ株式会社（代表取締役社長：佐藤 健太郎 以下、GMOペパ

ボ）で、インターネットに関する新技術の創造と実践に取り組む研究開発組織「ペパボ研究所」（URL：

https://rand.pepabo.com/）と、国立大学法人横浜国立大学 太田研究室（太田 裕貴 教授）の共同研究

の成果が、国際学術誌「Advanced Intelligent Systems」に採択され、2026年6月9日（火）（日本時間）

に公開されました。本研究では、声を出さずに言葉を認識するための、手に装着して使う柔らかい筋電位

（EMG）（※）インターフェースを開発しました。 

（※）筋電位（EMG：Electromyography）：筋肉が活動する際に生じる微弱な電気信号。本研究では口周辺の筋活動を計測するため

に用いています。 

 

■本研究のポイント 

・声を出さずに、指先を口元に近づけるだけで言葉を認識できる、手装着型の柔らかいウェアラブルデバイ

スを開発 

・顔や口元にセンサーを常時貼り付けるのではなく、必要なときだけ使う「オンデマンド型」の方式を提案

し、装着負担・見た目の違和感・プライバシー面の懸念を低減 

・深層学習により平均 97.2±1.3%の高精度で単語を識別。無発声コマンドによるドローンのリアルタイム

制御も実証 

 

https://rand.pepabo.com/


 

 

【研究の背景と目的】 

GMOペパボは、「インターネットで可能性をつなげる、ひろげる」というミッションのもと、サービス

の提供を通じてインターネット上での表現活動を行う人々を支援しています。ペパボ研究所では、機械学

習・AI、自然言語処理、ヒューマンインターフェースなどの研究開発を通じて、人々の創作活動やコミュニ

ケーションをより自由にする技術の創出に取り組んでいます。 

一方、横浜国立大学 太田研究室は、ソフトマテリアルや液体金属などの先端導電性材料を用いた、人へ

の親和性が高い柔らかなウェアラブルデバイスの研究開発を進めています。 

近年、音声認識技術はスマートフォン、スマートスピーカー、ロボット、AR/VRなど多様な場面で利用さ

れています。しかし音声による入力には、周囲に発話内容が聞こえてしまうプライバシー上の懸念や、騒音

環境で認識精度が低下する課題があります。また、声を出すことが難しい状況や、公共空間・医療現場・作

業現場など、発話そのものが適さない場面も存在します。 

こうした課題に対し、発声を伴わずに口周辺の筋活動などから言葉を認識する「サイレント音声認識

（Silent Speech Recognition：SSR）」が注目されています。一方で従来のSSR技術では、顔や口元にセ

ンサーを常時装着する必要がある場合が多く、装着負担、見た目の違和感、日常利用における心理的ハード

ル、信号取得の安定性などが課題となっていました。本研究は、これらの課題を解決し、プライバシーに配

慮した新しいコミュニケーション手段およびヒューマン–マシンインターフェースの実現を目指すもので

す。 

 

【研究詳細・成果】 

本研究では、サイレント音声認識の実現に向けて、手に装着して使用する柔らかい筋電位（EMG）インタ

ーフェースを開発しました。顔や口元にセンサーを常時貼り付けるのではなく、必要なときだけ指先の電極

を口元に近づけて筋電位信号を取得する「オンデマンド型」の方式を提案した点が特長です。これにより、

装着性・プライバシー性・日常利用のしやすさを高めることを目指しました。 

発声しなくても、言葉を発しようとする際には口周辺の筋肉がわずかに活動します。本デバイスはその筋

電位信号を計測し、機械学習によって単語を識別します。デバイスには、指の曲げ伸ばしや装着時の変形に

追従するため液体金属配線を用い、口元に接触する電極には透明な柔軟FPC電極を採用。全体を柔らかいエ

ラストマー材料で封止することで、手指の自然な動きを妨げにくく、安定して信号を取得できる構造を実現

しました。 

取得したEMG信号を深層学習モデルで解析した結果、平均 97.2±1.3%の認識精度を達成し、発声を伴わ

ない口周辺の筋活動から単語レベルの情報を高精度に識別できることを示しました。さらに応用可能性を示

すため、無発声コマンドによるドローンのリアルタイム制御を実証。騒音環境や、声を出しにくいプライバ

シー性の高い環境においても、音声に代わる直感的な操作インターフェースとして利用できる可能性を示し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■参考図 

 

■論文情報 

 

【今後の展開】 

本研究の成果を、一般社会に加え、医療・福祉分野やウェアラブルAI分野の研究者・企業へ広く発信し、

プライバシーに配慮した次世代コミュニケーション技術としての認知拡大、共同研究、実用化に向けた展開

につなげていきます。 

 

 

 

掲 載 誌 Advanced Intelligent Systems（Wiley） 

公 開 日 2026 年 6 月 9 日（火）（日本時間） 

D O I 
10.1002/aisy.70440 

URL：https://advanced.onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/aisy.70440 

論 文 タ イ ト ル 

（ 英 文 ） 

Soft Active Electromyography Interface for Machine Learning-Enabled Silent 

Speech Recognition 

著 者 

Yuta Kurotaki（黒瀧 悠太/ペパボ研究所・横浜国立大学）, Shusuke Yamakoshi（山

越 脩亮/横浜国立大学）, Reitaro Yoshida（吉田 礼太郎/ペパボ研究所）, Yutaka Isoda

（磯田 豊/横浜国立大学）, Tamami Takano（高野 珠実/横浜国立大学）, Yuji Isano

（伊佐野 雄司/横浜国立大学）,Yusuke Miyake（三宅 悠介/ペパボ研究所）, Kentaro 

Kuribayashi（栗林 健太郎/ペパボ研究所）, Hiroki Ota（太田 裕貴/横浜国立大学） 

https://advanced.onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1002/aisy.70440


 

 

【「ペパボ研究所」について】（URL：https://rand.pepabo.com/） 

「ペパボ研究所」は、GMOペパボがこれまで様々なサービスの開発・提供で培ってきたノウハウを活用

し、インターネットの可能性を広げる新技術を研究・開発する組織です。インターネット基盤技術や機械学

習・AIを主な研究テーマとし、研究開発から実装、その後の効果測定までを一貫して行い、「事業を差別化

できる技術」を生み出す研究開発と情報の発信を行っています。 

 

 

【国立大学法人横浜国立大学 太田研究室について】 

（URL：http://www.ota.ynu.ac.jp/） 

国立大学法人横浜国立大学の太田研究室は、ポリマーやハイドロゲルに代表されるソフトマテリアルと先

端導電性材料を用いることにより、次世代のスマートデバイスを開発する研究室です。メカトロニクスをベ

ースに、化学・分子生物学・生理学を融合することで、ヘルスケア・医療への社会実装をはじめ、ハードウ

ェア・デバイスから新しいコンセプトを社会に提案しています。 
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【GMOペパボ株式会社】（URL：https://pepabo.com/） 

会 社 名 GMOペパボ株式会社（東証スタンダード 証券コード：3633） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町26番1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社長 佐藤 健太郎 

事 業 内 容 ■ドメイン・レンタルサーバー（ホスティング）事業  

■EC支援事業 ■ハンドメイド事業  

資 本 金 2億6,222万円 
 

【GMOインターネットグループ株式会社】（URL：https://group.gmo/） 

会 社 名 GMOインターネットグループ株式会社（東証プライム 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町26番1号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容  持株会社（グループ経営機能） 

■インターネットインフラ事業 ■インターネットセキュリティ事業 

■インターネット広告・メディア事業 ■インターネット金融事業 

■暗号資産事業 

資 本 金 50億円 

 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペパボ株式会社 

広報室 伊早坂 

E-mail：pr@pepabo.com 

●GMO インターネットグループ株式会社 

  グループ広報部 PR チーム 倉田  

TEL：03-5456-2695 

お問い合わせ：https://group.gmo/contact/press-inquiries/  

Copyright (C) 2026 GMO Pepabo, Inc.  All Rights Reserved. 
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